
①所在地

②事業目的

③事業内容

①事業を取り巻
　く社会経済情
　勢等の変化

②定量的効果の
　具体的な内容

③費用便益分析

④定性的効果の
　具体的な内容

⑤事業の必要性

２
　
事
業
概
要

　○○区○○△丁目～○○△丁目

※「当該事業が想定している対象」が、
　　事業実施前は「どのような状態」にあり、
　　それを、「どのような方法（手段）」により、
　「どのような状態に持っていくのか（めざす成果）」を具体的に記載

・○○○○整備
　○○〔延長：○ｍ、幅員：○ｍ〕
　○○〔延長：○ｍ、幅員：○ｍ〕

・○○○○整備
　○○〔面積：○ｍ〕

３
　
事
業
の
必
要
性
の
視
点

[効果項目]

[受益者]

[算出方法]

[分析結果]
　費用便益比　B／C＝○．○○　（総便益B：○○億円、総費用C：○○億円）

[効果項目]

[受益者]

事業再評価調書

事 　業　 名 　○○事業

担　   　当 　○○局○○部○○担当（連絡先：06－0000－0000）

１　再評価理由
　国庫補助事業を除く事業で事業開始年度から起算して５年目の年度において継続中のもの
　（国庫補助事業であったが○年度より交付金化）

（様式）



①経過及び
　完了予定

②事業規模

　うち完了分

　進捗率

③総事業費

　うち既投資額

　進捗率

④事業内容の
　変更状況と
　その要因

⑤未着工
　あるいは
　事業が長期化
　している理由

⑥コスト縮減や
　代替案立案の
　可能性
（事業を進捗させる
　ための対応策）

⑦今後の事業進
　捗の見通し

６　特記事項

７　対応方針
　（原案）

「事業○○（評価○）」

５　事業の優先度
　　の視点

[重点化の考え方]

[事業が遅れることによる影響]

○○％

○○億円 ○○億円

－ ○○億円

－ ○○％
４
　
事
業
の
実
現
見
通
し
の
視
点

事業開始時点
（平成　年　月）

再評価時点
（平成　年　月）

平成○年○月　事業開始
平成○年○月　工事着手予定
平成○年○月　事業完了予定

平成○年○月　事業開始
平成○年○月　工事着手
平成○年○月　事業完了予定

○○整備：△△ｍ
○○整備：△△箇所

○○整備：△△ｍ
○○整備：△△箇所

－
○○整備：△△ｍ
○○整備：△△箇所

－


